
機械、人と人、家族、あらゆるものを
繋ぎ、働きやすいねじ屋を目指します。

営業事務
山下 佳代 氏

代表取締役
宮脇 信行 氏

営業主任
宇川 涼 氏

岡山県中央会 web site　https://www.okachu.or.jp
E-mail chuokai@okachu.or.jp
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会
社
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
社
は
1
9
7
2
年
に
父
の
宮
脇
松
夫
が
、
ね
じ
や
ボ
ル
ト
の
卸

売
・
小
売
業
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
玉
野
市
内
の
船
舶

部
品
会
社
や
玉
原
鉄
工
業
協
同
組
合
の
組
合
員
企
業
な
ど
約

2
0
0
社
に
ね
じ
や
ボ
ル
ト
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
社
工

場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
提
携
工
場
へ
依
頼
し
図
面
か
ら
ね
じ
等
の
別

作
も
可
能
で
す
。

　
近
年
は
展
示
商
談
会
に
も
出
展
し
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た

方
へ
の
営
業
活
動
を
通
じ
、
販
路
拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
通
常
の
ね
じ
販
売
に
加
え
、
橋
本
螺
子
㈱
が
販
売
す
る
、
ね
じ
る

動
作
を
訓
練
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ね
じ「
ね
じ

リ
ハ
」や
、
ね
じ
で
ブ
ロ
ッ
ク
同
士
を
組
み
合
わ
せ
て
動
物
な
ど
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
組
み
立
て
る
玩
具「
ね
じ
ブ
ロ
ッ
ク
」な
ど
を
取
扱
っ

て
お
り
、
今
後
、
橋
本
螺
子
㈱
と
協
力
し
、
弊
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商

品
開
発
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ね
じ
販
売
以
外
に
も
、
組
織
開
発
の
手
法
と
し
て
知
ら
れ
る

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を「
謎
解
き
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」と
し
て

研
修
用
の
キ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
開
発
中
で
す
。協
調
行
動
を
取
る
た

め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
キ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、現
在
モ
ニ
タ
ー
企

業
と
試
験
運
用
中
で
、
春
頃
の
販
売
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
ね
じ
屋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
機
械
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
繋
ぎ
、
世
の
た
め
人
の
た
め
、
地
域
に
貢
献
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
当
社
で
は
、
従
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
共
働
き
で
あ
る
現
状
を
踏
ま

え
、
男
性
・
女
性
問
わ
ず
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で「
短
時
間
正
社
員
制
度
」と「
残
業
ゼ
ロ

宣
言
」を
導
入
し
ま
し
た
。

　「
短
時
間
正
社
員
制
度
」は
、
通
常
の
8
時
間
勤
務
で
は
な
く
、
6

時
間
勤
務
を
基
本
と
す
る
制
度
で
す
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

を
目
的
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
送
り
迎
え
や
家
庭
で
の
時
間
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
従
業
員
の
声
に
応
え
、
導
入
に
至
り
ま
し
た
。

　「
残
業
ゼ
ロ
宣
言
」は
、
原
則
17
時
以
降
の
残
業
を
認
め
な
い
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
従
業
員
は
家
族
と
の
時
間
や
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
給

与
面
も
従
来
の
残
業
代
相
当
額
を
基
本
給
に
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

残
業
し
て
い
た
頃
と
変
わ
ら
な
い
給
与
水
準
を
維
持
し
、
残
業
ゼ
ロ

を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
は
じ

め
と
す
る
業
務
効
率
化
を
従
業
員
全
員
で
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
前
述
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
結
果
、
令
和
6
年
9
月
に「
お
か
や

ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業 

ア
ド
バ
ン
ス
企
業
」に
認
定
さ
れ
、
同
年

12
月
に
は
岡
山
県
が
新
た
に
創
設
し
た「
お
か
や
ま
子
育
て
し
や
す

い
職
場
ア
ワ
ー
ド
」の
初
回
受
賞
企
業
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ア
ワ
ー
ド
は
、
従
業
員
へ
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
模
範
的
な
取

組
や
先
進
的
・
特
徴
的
な
取
組
を
実
施
す
る
事
業
者
を
表
彰
す
る
も

機
械
、
人
と
人
、
家
族
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
繋
ぎ
、

働
き
や
す
い
ね
じ
屋
を
目
指
し
ま
す
。

有
限
会
社
三
協
鋲
び
ょ
う
螺ら  

代
表
取
締
役

玉
原
鉄
工
業
協
同
組
合 

組
合
員

終業後に過ごす家族との時間

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

宮
脇 

信
行  

氏

左から「研修キット」、「ねじリハ」、「ねじブロック」

特集／Leader’s 「i」

中
央
会
お
か
や
ま 
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の
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
当
社
の
取
組
が
地
域
社
会
や
業
界
で
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
改
め
て
認
識
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
妊
活
支
援
制
度
の
導
入
を
進
め
て
お
り
、
不
妊
治
療
休
暇

を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
不
妊
治
療
費
の
補
助
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
若
い
世
代
に
向
け
た
婚
活
支
援
も
模
索
中
で
す
。
従
業

員
が
幸
せ
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
休
み
や
す

い
環
境
、
働
き
や
す
い
制
度
を
引
き
続
き
整
え
て
い
き
ま
す
。

（取材／組織支援課　小郷）

会 社 名
設      立
所 在 地
T E L
H P
従業員数

：
：
：
：
：
：

有限会社三協鋲
びょうら

螺
昭和47年7月
岡山県玉野市長尾1588-27
0863-31-2406
https://www.nejiya.co.jp/
10名

従業員交流の場「もぐもぐタイム」

企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

従
業
員
が
語
る

会
社
で
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
営
業
担
当
と
し
て
、
玉
野
市
内
の
船
舶
部
品
会
社
を
中
心
に

ル
ー
ト
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業
員
が
作
業
し
や
す
い

よ
う
、
倉
庫
内
の
棚
や
物
の
配
置
見
直
し
や
5
S
の
徹
底
も
行
っ
て

い
ま
す
。

会
社
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か

　
福
利
厚
生
は
非
常
に
充
実
し
て
お
り
、
社
長
が
話
し
た
内
容
以
外

に
も「
ス
ポ
ー
ツ
手
当
」が
あ
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
ジ
ム
に
通
っ

た
り
す
る
費
用
を
月
2
千
円
ま
で
補
助
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
男
性
育
休
を
2
回
取
得
し
ま
し
た
。
第
3
子
、
第
4

子
出
生
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
1
週
間
程
度
の
育
休
を
い
た
だ
き
、
家
族

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
当
社
は

従
業
員
が
休
ん
で
も
他
の
従
業
員
が
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
、
業
務
の

見
え
る
化
に
取
組
ん
で
い
る
た
め
、
業
務
引
継
ぎ
も
円
滑
に
進
み
、

安
心
し
て
休
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
時
間
休
と
有
給
休
暇
を
柔
軟
に
取
得
で
き
る
の
で
、
子

ど
も
の
急
な
体
調
不
良
へ
の
対
応
や
運
動
会
、
授
業
参
観
に
休
み

を
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
で
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
定
時
で
退
社
で
き
る
の
で
家
族
と
の
時
間
も
増
え

ま
し
た
。
私
は
入
社
し
て
か
ら
、
一
度
も「
仕
事
に
い
き
た
く
な
い

な
ぁ
」と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
一
人
一
人
が
楽
し

く
働
け
、
子
育
て
も
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
日
々
感
じ

て
い
ま
す
。

会
社
で
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
営
業
事
務
と
し
て
、
営
業
の
支
援
、
仕
入
れ
デ
ー
タ
の
管
理
、

出
荷
作
業
や
倉
庫
業
務
、
顧
客
対
応
な
ど
、
社
内
業
務
全
般
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）も
担
当
し
て
お

り
、
他
県
の
同
業
他
社
と
の
連
携
を
強
化
し
、
災
害
時
に
も
供
給
を

止
め
な
い
仕
組
み
を
構
築
中
で
す
。

会
社
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す
か

　

私
は「
短
時
間
正
社
員
制
度
」を
利
用
し
て
お
り
、
9
時
〜
16
時
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
16
時
に
は
退
社
で
き
る
た
め
、
子
ど
も
の
送
り

迎
え
や
両
親
の
病
院
の
送
迎
、
孫
の
面
倒
を
み
る
こ
と
な
ど
も
で

き
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
15
時
に
は
従
業
員
全
員
が
集
っ
て
、
会
社
支
給
の
お
茶
や
お

菓
子
を
楽
し
む「
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」と
い
う
時
間
が
あ
り
ま
す
。
和

や
か
な
雰
囲
気
で
雑
談
や
情
報
交
換
が
行
え
ま
す
の
で
、
従
業
員
同

士
の
交
流
が
深
ま
り
、
上
司
や
後
輩
隔
て
な
く
気
軽
に
相
談
し
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
毎
月
月
末
金
曜
日
は
全
従
業
員
が
15
時
で
終
業
し
ま
す
。

他
に
も
メ
モ
リ
ア
ル
休
暇
や
上
司
が
率
先
し
て
有
給
休
暇
を
取
得

す
る
な
ど
、
休
み
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
お
り
、
昨
年
度
の
有
給
休

暇
の
年
平
均
取
得
率
は
83
％
、
平
均
取
得
日
数
は
23
日
と
い
う
高
い

水
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
福
利
厚
生
と
温
か
い
職
場
環

境
の
お
か
げ
で
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
な
が
ら
安
心
し
て
業
務
に

取
り
組
む
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

有
限
会
社
三
協
鋲
螺 

営
業
主
任

有
限
会
社
三
協
鋲
螺 

営
業
事
務

宇
川 

涼 

氏

山
下 

佳
代 

氏

特集／Leader’s 「i」

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
２
月
号

3



●
場
所
・
開
催
方
法

・
オ
ン
ラ
イ
ン
Z
o
o
m

・
リ
ア
ル
会
場

サ
ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A

「
ピ
ー
チ
ホ
ー
ル
」

（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
2
丁
目
）

●
講
習
会
内
容

・
第
一
部
：
14
時
〜
15
時

「
組
合
の
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
、

決
算
関
係
書
類
の
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る

提
出
に
つ
い
て
」

岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
課

・
第
二
部
：
15
時
〜
15
時
20
分

「
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
の

�

経
営
支
援
の
ご
案
内
に
つ
い
て
」

講
師
：
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
様

・
第
三
部
：
15
時
20
分
〜

個
別
相
談（
リ
ア
ル
会
場
の
み
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
み
方
法

以
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
直
接
申
込
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会
　
組
織
支
援
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
‐
2
2
4
5

組
合
役
職
員
講
習
会
の
ご
案
内

経
営
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
紹
介
な
ど

　
来
る
、
令
和
7
年
3
月
12
日（
水
）サ

ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A
に
て
令
和

6
年
度
組
合
役
職
員
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
講
習
会
で
は
、
第
一
部
で

組
合
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
に

つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
第

二
部
で
は
、
各
種
経
営
支
援
の
ご
案
内
に

つ
き
ま
し
て
、
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
様

よ
り
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。

　
決
算
書
類
に
つ
い
て
は
従
来
書
面
で

ご
提
出
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
当

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
デ
ー
タ
で
提
出

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
講
習
会
で
改
め

て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
決
算
期
の
事
務

の
見
直
し
と
併
せ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
決
算

期
対
応
を
目
指
す
う
え
で
、
事
務
処
理
担

当
者
必
見
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
様
の
経

営
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
に
つ
き
ま
し

て
も
、
組
合
の
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
来
年
度
に
向

け
、
是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

　
令
和
7
年
3
月
12
日（
水
） 14
時
〜
16
時

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
立
食
形
式
と
な
っ
た

懇
親
会
で
は
、参
加
者
の
皆
様
が
会
場
内
を

自
由
に
移
動
さ
れ
な
が
ら
、昨
今
の
活
動
状

況
や
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

が
行
わ
れ
、参
加
者
同
士
に
よ
る
懇
親
を
深

め
た
盛
大
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
総
務
企
画
課
　
太
田
）

令
和
7
年
新
年
祝
賀
懇
親
会
開
催

　
去
る
1
月
9

日（
木
）、岡
山
県

中
央
会・岡
山
中

金
会
の
共
催
に

よ
る
令
和
7
年

新
年
祝
賀
懇
親

会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
祝
賀
懇
親
会
に
は
、
岡
山
県
下
の
商
工

団
体
及
び
関
係
者
な
ど
約
2
0
0
名
が

参
加
。
開
会
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代
表

し
、
岡
山
県
中
央
会
及
び
岡
山
中
金
会
の

両
会
長
を
務
め
る
晝
田
眞
三
会
長
が
、

「
少
子
化
が
加
速
す
る
中
で
企
業
の
生
産

性
を
維
持
し
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
働
き
方
改
革
な
ど
に
よ
る
雇
用
確

保
・
定
着
率
向
上
の
ほ
か
、
省
力
化
や
効

率
化
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
支
援
策

を
、
両
団
体
が
連
携
し
て
推
し
進
め
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
。

　
ご
出
席
い
た
だ
い
た
21
名
の
来
賓
を

代
表
し
、
岡
山
県
知
事
伊
原
木
隆
太
様
、

岡
山
市
長
大
森
雅
夫
様
な
ど
4
名
の

方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
へ
の
激
励
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12月成立の国の令和６年度補正予算に
ものづくり補助金等の予算が計上

○ 小規模事業者持続化補助金（通常枠、創業型）
（創業後3年以内の※）小規模事業者等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取
り組む販路開拓等を支援
※カッコ内は創業型の場合

補助額：最大50万円（通常枠）、最大200万円（創業型）　
補助率：2/3 チラシ（通常枠）→ チラシ（創業型）→

○ IT導入補助金
業務の効率化や DXの推進、
セキュリティ対策に向けた IT
ツール等の導入費用を支援

補助額：最大450万円 /者
補助率：1/2~4/5

チラシはこちら→

○ 事業承継・M&A補助金
中小企業の生産性向上、持続
的な賃上げに向けて、事業承
継に際しての設備投資や、専
門家活用費用等を支援

補助額、補助率等は
類型ごとに異なる

チラシはこちら→

○ 中小企業成長加速化補助金
売上高100億円を目指す、成
長志向型の中小企業の皆様の
大胆な設備投資を支援

補助額：最大5億円
補助率：2/3

チラシはこちら→

製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠

要件

革新的な新製品・新サービスの開発によ
る高付加価値化（たとえば・・・最新複合
加工機を導入し、これまではできなかっ
た精密加工が可能になり、より付加価値
の高い新製品を開発）

海外事業の実施による国内の生産性向上
（たとえば・・・海外市場獲得のため、新
たな製造機械を導入し新製品の開発を行
うとともに、海外展示会に出展）

補助上限 750万円〜2,500万円 3,000万円

補助率 中小企業1/2、小規模・再生2/3 中小企業1/2、小規模2/3

補助対象経費
＜共通＞機械装置・システム構築費（必須）、技術導入費、専門家経費、運搬費、クラ
ウドサービス利用費、原材料費、外注費、知的財産権等関連経費
＜グローバル枠のみ＞海外旅費、通訳・翻訳費、広告宣伝・販売促進費

その他 収益納付は求めません

● 大幅な賃上げに取り組む事業者のみなさまには、補助上限額を100〜1,000万円上乗せします。
● 最低賃金の引き上げに取り組む事業者のみなさまには、補助率を2/3に引き上げます。

チラシはこちら→

○ ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
�中小企業・小規模事業者等の生産性向上や持続的な賃上げに向けた新製品・新サービスの開発に必要な設備
投資等を支援

中央会 News

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
２
月
号

5



　
社
会
保
険
労
務
士
と
顧
問
契
約（
契
約
金
発

生
）を
し
て
い
る
相
談
希
望
者
は
、
一
般
事
業

主
行
動
計
画
に
関
し
ま
し
て
は
、相
談
希
望
者

の
了
承
を
確
認
で
き
た
場
合
は
派
遣
可
能
で

す
。
就
業
規
則
等
の
見
直
し
は
、原
則
と
し
て

顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士
に
ご
相
談
下
さ
い
。

⃝
一
般
事
業
主
行
動
計
画
と
は

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ

き
、
企
業
が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
の
整
備
や
、
子

育
て
を
し
て
い
な
い
従
業
員
も
含
め
た
多
様

な
労
働
条
件
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、（
1
）計
画
期
間
、（
2
）目
標
、（
3
）

目
標
達
成
の
た
め
の
対
策
及
び
そ
の
実
施
時

期
を
定
め
る
も
の
で
、
従
業
員
1
0
1
人
以

上
の
企
業
は
、
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
、

公
表
・
周
知
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※�

岡
山
県
の「
ア
ド
バ
ン
ス
企
業
」の
認
定

要
件
に
な
っ
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

企
業
人
材
支
援
課

T
E
L：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を

�

作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
専
門
家
無
料
派
遣
の
ご
案
内
〜

　
岡
山
県
で
は
、
子
育
て
支
援
や
従
業
員

の
働
き
方
改
革
な
ど
、
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
整
備
に

向
け
て
、「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言

企
業
」の
登
録
や「
ア
ド
バ
ン
ス
企
業
」の

認
定
制
度
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
岡
山

県
中
央
会
で
は
、
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
作
成
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
登
録
専
門

家（
社
会
保
険
労
務
士
）の
無
料
派
遣
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
専
門
家
派
遣
は
就

業
規
則
の
見
直
し
な
ど
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
派
遣
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
企
業
人
材
支
援
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

（
主
な
派
遣
内
容
）

①�

一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
関
す
る
助

言（
見
直
し
含
む
）・
作
成
支
援
等

②�

就
業
規
則
等
の
見
直
し
・
助
言
支
援
等

（
審
査
決
定
後
交
付
）

※�

子
育
て
応
援
宣
言
企
業
の
登
録
に
は
時

間
を
有
し
ま
す

②�

男
性
育
児
休
業
所
得

「
経
営
層
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」（
無
料
）

セ
ミ
ナ
ー
の
申
込
み
や
詳
細
情
報
は
岡

山
県
の
特
設
サ
イ
ト
で
ご
確
認
下
さ
い

※�
最
終
は
2
月
17
日（
月
）開
催
・
・
・
過
去

実
施
回
へ
の
参
加
企
業
は
受
講
不
要

岡
山
県
男
性
育
児
休
業

取
得
促
進
奨
励
金

関
連
サ
イ
ト

お
か
や
ま
子
育
て
応
援

宣
言
企
業
関
連
サ
イ
ト

男
性
育
児
休
業
取
得

「
経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

関
連
サ
イ
ト

■
問
い
合
わ
せ
先

企
業
人
材
支
援
課

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
男
性
育
児
休
業
取
得
奨
励
金
の

申
請
期
限
迫
る

　
岡
山
県
で
は
、
男
性
従
業
員
の
育
児
休

業
取
得
を
一
層
促
進
す
る
た
め
に
、
岡
山

県
男
性
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
の

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
奨
励
金

の
申
請
は
、
令
和
7
年
2
月
28
日（
金
）ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
請
を
ご

予
定
の
方
は
、
早
め
に
申
請
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奨
励

金
は
専
用
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
申
請（
郵

送
不
可
）と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
岡
山
県

が
推
進
す
る「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣

言
企
業
」の
登
録
に
加
え
、
経
営
者
や
企

業
の
人
事
担
当
者
向
け
の
男
性
の
育
児

休
業
に
係
る
セ
ミ
ナ
ー
受
講
が
必
須
と

な
り
ま
す
。

①�

お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
の

登
録
方
法

「
ス
テ
ッ
プ
1
」

岡
山
県
へ
応
募（
県
／
子
ど
も
未
来
課

の
特
設
サ
イ
ト
参
照
）

「
ス
テ
ッ
プ
2
」

推
進
担
当
者
の
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

（
30
分
〜
1
時
間
程
度
）

「
ス
テ
ッ
プ
3
」�

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
後
、
登
録
証
交
付

注
意
！
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令和6年度　中小企業労働実態調査まとまる
　岡山県中央会では、中小企業の労働事情を的確に把握するとともに、適正な労働施策を推進することを目的に実
態調査を実施しました。（調査対象：県内中小企業1000社／回答率24.8％）本号では、県内中小企業の人材確保、育
成、定着について抜粋して取りまとめました。

☆�調査報告書は岡山県中央会の
ホームページに掲載しており
ますのでご参照
下さい。

（企業人材支援課�
� 市村）

（3）従業員に教育訓練を行う際に習得してほしいと考える能力
　企業全体、製造業・非製造業のいずれも、「職階（初任者、中堅社員、管理職）に応じた知識・技能」が最も高く、つい
で「必要な資格の取得」、「コミュニケーション能力」となっており、従業員に求める即戦力ニーズがあると考えられる。
（表3） 職階（初任者、

中堅社員、
管理職）に

応じた知識・
技能

業務に従事
するために
必要な資格

の取得
経理、財務 法律

アプリ・
システム

開発、プロ
グラミング

新技術開発、
新商品開発、

研究開発
語学力

コミュニ
ケーション

能力
その他

全体 78.9％ 66.5％ 4.5％ 2.9％ 8.3％ 8.7％ 2.9％ 56.2％ 2.9％
製造業 80.5％ 65.4％ 5.3％ 0.8％ 4.5％ 13.5％ 3.0％ 48.1％ 3.0％
非製造業 77.1％ 67.9％ 3.7％ 5.5％ 12.8％ 2.8％ 2.8％ 66.1％ 2.8％

（4）人材定着のために行う取組
　全体的には、「資格取得支援」や「ワーク・ライフ・バランスの充実」、「給与水準の引き上げ」が主流となっており、業種
によって若干異なるものの、職場環境の改善に取組む企業が多くなっている。一方で、「キャリアパスの提示」や「社外研
修」などは低水準であり、若者の離職率が増加する傾向にある中で、これらの取り組みに対する課題があると考えられる。
（表4） ワーク・ライフ・

バランス（福利
厚生）の充実

若手社員の
給与水準の
引き上げ

職場コミュニ
ケーション

向上のための
施策

資格取得支援
社外の教育
研修機会
への派遣

定期的な
人事評価・
面談の実施

従業員への
キャリアパス

の提示
その他

全体 56.0％ 51.0％ 41.9％ 58.5％ 26.6％ 42.7％ 7.5％ 1.2％
製造業 61.1％ 50.4％ 42.0％ 55.0％ 26.0％ 42.0％ 6.9％ 0.8％
非製造業 50.0％ 51.8％ 41.8％ 62.7％ 27.3％ 43.6％ 8.2％ 1.8％

（5）直近3年度における新卒及び中途採用者の定着状況
　全体での平均入職者数は10人程度（製造業・非製造業ともほぼ同じ）、一方、平均離職者数は3人超（離職率約35％）
程度と、定着率の向上が課題となっている。
（表5） 入職者 離職者

離職率
入職者数 平均入職者数 離職者数 平均離職者数

全体 2,321 10.1 779 3.4 33.56％
製造業 1,212 9.8 372 3.0 30.69％
非製造業 1,109 10.6 407 3.9 36.70％

（2）人材確保のために利用する募集・採用ルート
　企業全体、製造業・非製造業のいずれも、「ハローワークからの紹介」が最も高く、ついで「就職情報サイト掲載」、

「自社 HP掲載」の順となっており、正社員の対象者によって使い分けていると考えられる。
（表2） 就職情報

サイトへの
求人情報の

掲載

自社 HP
への掲載

就職情報誌
や地元新聞
への掲載

公共職業
安定所

（ハロー
ワーク）

からの紹介

地元高校や
大学からの

紹介

インターン
シップの

開催

会社説明会
の開催・

参加

合同企業
説明会

への参加

人材サービ
ス会社

（民間の
職業紹介

機関）

縁故
採用 その他

全体 55.0％ 52.5％ 9.6％ 81.3％ 27.1％ 20.8％ 26.3％ 26.3％ 30.4％ 22.1％ 2.9％
製造業 51.5％ 47.7％ 10.0％ 86.2％ 27.7％ 17.7％ 25.4％ 24.6％ 27.7％ 23.1％ 3.1％
非製造業 59.1％ 58.2％ 9.1％ 75.5％ 26.4％ 24.5％ 27.3％ 28.2％ 33.6％ 20.9％ 2.7％

（1）人材確保における望ましいと考える雇用形態
　企業全体、製造業・非製造業とも「正社員（中途採用）」が最も高く、ついで「正社員（新規学卒者）」となっており、正
社員の採用のニーズが高い。
（表1） 正社員

（新規学卒者）
正社員

（中途採用） パートタイマー 派遣社員 嘱託・
契約社員

採用を
考えていない その他

全体 71.0％ 79.8％ 30.2％ 4.0％ 10.1％ 5.2％
製造業 64.7％ 78.7％ 36.0％ 5.1％ 11.0％ 6.6％
非製造業 78.6％ 81.3％ 23.2％ 2.7％ 8.9％ 3.6％

中央会 News

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
２
月
号

7



情
報
提
供
を
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
ご
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

�

　
総
務
企
画
課
　
太
田

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

F
A
X
：（
0
8
6
）2
3
2
︲
4
1
4
5

M
A
IL

：ohta@
okachu.or.jp

請
振
興
法
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
者
を
中

心
と
し
た
参
加
者
の
中
に
は
、
自
社
が
親

事
業
者
、
下
請
事
業
者
の
ど
ち
ら
に
も
な

り
得
る
事
業
者
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
注

意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
発
注
額
の

金
額
合
意
が
で
き
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、と
に
か
く
納
期
が
あ
る
か
ら
製
造
を

始
め
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
る
」、

「
下
請
け
の
個
人
事
業
主
が
請
求
書
を
発
行

し
て
く
れ
な
い
の
で
支
払
い
遅
延
に
な
り

そ
う
だ
が
、何
か
解
決
策
は
な
い
か
」、「
親

事
業
者
指
定
の
シ
ス
テ
ム
利
用
を
強
制
さ

れ
て
い
る
が
、利
用
が
無
い
時
期
も
利
用
料

は
支
払
っ
て
い
る
。」な
ど
、リ
ア
ル
な
悩
み

が
途
切
れ
な
く
質
問
さ
れ
ま
し
た
。全
て
の

質
問
に
講
師
か
ら
条
件
の
問
題
の
有
無
や
、

解
決
策
に
つ
い
て
の
回
答
が
あ
り
、「
誰
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
悩
み

が
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
」、「
親
事
業
者
と
交

渉
す
る
勇
気
が
出
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
を

い
た
だ
き
、非
常
に
受
講
者
満
足
度
の
高
い

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課
　
林
）

岡
山
県
中
央
会

第
2
回
女
性
経
営
塾
を
開
催

　
去
る
1
月

9
日
、
岡
山
県

中
央
会
は
岡

山
県
医
師
会

館
会
議
室
に

お
い
て
、
第
2

回
女
性
経
営

塾
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師

に
は
池
田
・
染

谷
法
律
事
務

所
　
弁
護
士
の
全
未
来 

氏
を
お
招
き
し
、

「
価
格
転
嫁
と
下
請
法
等
」と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
氏
は
過
去
に

は
中
小
企
業
庁 

事
業
環
境
部 

取
引
課
に

勤
務
し
て
お
り
、
そ
の
経
歴
を
生
か
し
て

中
小
企
業
者
向
け
に
分
か
り
や
す
く
ご

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
及
び
原
材
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
現

在
は
、
下
請
法
に
関
す
る
運
用
基
準
と
併

せ
て
、
特
に
大
企
業
と
の
交
渉
が
し
や
す

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
独
占
禁
止
法
、
下
請
代
金
法
、
下

「
中
央
会
お
か
や
ま
」読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の

お
願
い
に
つ
い
て

　
本
誌「
中
央
会
お
か
や
ま
」は
、創
刊
当

初
か
ら
会
員
の
皆
様
に
中
小
企
業
施
策

を
は
じ
め
、組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
活

性
化
に
向
け
た
様
々
な
情
報
を
お
届
け

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
、よ
り
皆
様
方
の
役
に
立
つ
情
報

提
供
を
行
う
べ
く
、読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、お
手

数
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、左
記
2
次
元

コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

　　
ま
た「
中
央
会
お
か
や
ま
」で
は
、取
材

を
受
け
て
も
良
い
と
い
う
組
合
・
組
合
員

企
業
の
方
の
ご
連
絡
も
随
時
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
や
取
組
等
の
紹
介

記
事
や
、巻
頭
特
集
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
ア
イ

な
ど
、無
料
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
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労
働
委
員
会
は
、労
働
組
合
と
使
用
者（
会
社
）と
の

間
に
起
き
た
紛
争
を
、
中
立
・
公
正
な
立
場
で
解
決
を

図
る
行
政
機
関
で
す
。

　
労
使
間
の
紛
争
は
、団
体
交
渉
等
を
通
じ
て
当
事
者

同
士
で
自
主
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、話

合
い
を
重
ね
て
も
解
決
で
き
な
い
と
き
は
、労
働
委
員

会
が
間
に
入
っ
て
、「
あ
っ
せ
ん
」等
に
よ
り
解
決
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
っ
せ
ん
で
は
、法
律
の
専
門
知
識
や
経
験
を
持
つ

公
益
委
員
、労
使
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
よ
く
知
る
労
働

者
委
員
と
使
用
者
委
員
の
三
者
が
間
に
立
ち
、双
方
の

主
張
を
調
整
し
、
紛
争
解
決
に
導
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
あ
っ
せ
ん
の
利
用

が
可
能
で
す
。

〇�

賃
金
や
一
時
金
に
係
る
労
使
交
渉

　

が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
！

〇�
就
業
規
則
や
労
働
条
件
の
変
更
に

　

つ
い
て
、
合
意
が
得
ら
れ
な
い
！

〇�

団
体
交
渉
が
決
裂
し
、
組
合
か
ら

　

ス
ト
ラ
イ
キ
の
予
告
が
あ
っ
た
！

　
な
お
、労
働
者
個
人
と
使
用
者（
会
社
）と
の
間
の
紛

争
に
つ
い
て
も
、
あ
っ
せ
ん
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、手
続
も
非
公
開
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。使
用
者
か
ら
も
労
働
組
合
や
労
働
者
個
人
か
ら
も

申
請
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
6
︲
7
5
6
3

労
使
の
交
渉
が
行
き
詰
ま
っ
た
ら
、

労
働
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！ⓒ岡山県「ももっち」

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
年
間
約
2
千
人
の
方
が
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
の

移
植
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、移
植
を
待
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
う
ち
、移
植
を
受
け
ら
れ
る
方
は
6
割
に
過
ぎ

な
い
現
状
で
す
。

「
骨
髄
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
」
導
入
の
お
願
い

　
骨
髄
等
を
提
供
す
る
場
合
、ド
ナ
ー
は
事
前
の
健
康

診
断
に
何
回
か
病
院
に
出
向
い
た
り
、提
供
時
に
は
数

日
間
入
院
し
た
り
す
る
こ
と
と
な
り
、10
日
程
度
休
む

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、仕
事
の
都
合
が
つ
か
ず
断
念
さ

れ
た
り
、休
業
中
の
補
償
が
な
く
ド
ナ
ー
の
負
担
と
な

っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
皆
様
に
は
、ド
ナ
ー
が
安
心
し
て
骨
髄
等
を

提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、「
骨
髄
ド
ナ
ー

休
暇
制
度
」導
入
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

骨
髄
等
を
提
供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援

　
岡
山
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
、
提
供
が
完
了
し

た
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所
に
対
し
、

多
く
の
市
町
村
が
助
成
金
を
交
付
し
て
お
り
、
ド
ナ

ー
が
提
供
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

■
詳
し
く
は
岡
山
県
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
「
岡
山
県
　
骨
髄
バ
ン
ク
」
で
検
索

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
）

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
　
保
健
医
療
部
　
医
薬
安
全
課

臓
器
移
植
・
薬
物
対
策
班

T
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6
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岡
山
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
北
方
四
島（
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉

島
）の
返
還
を
求
め
て
2
月
7
日
の「
北
方
領
土
の
日
」

を
中
心
に
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
2
月
7
日
は
、1
8
5
5
年
の
こ
の
日
、
伊
豆
の
下

田
に
お
い
て
日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
、
平
和
裏

に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の
国
境
が
画
定
さ
れ
た
日

で
す
。

　
岡
山
県
で
も
、2
月
12
日（
水
）に
さ
ん
太
ホ
ー
ル
で

「
北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会
」、
1
月
16
日

（
木
）か
ら
2
月
16
日（
日
）ま
で

岡
山
県
立
図
書
館
で
北
方
領
土

に
関
す
る
テ
ー
マ
展
示
を
実
施

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現

の
た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〜
四し

ま島
想
い
心
に
点
す
返
還
の
火
〜

※�「
令
和
5
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
」最
優
秀
賞

（
主
催
：
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　�

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
県
民
会
議

   （
事
務
局
：
岡
山
県
総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課
内
）

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
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︲
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5
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２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
で
す
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、2
月
19
日
に
左
記
の
内
容
で

人
材
採
用
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
及
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、ご
興
味

の
あ
る
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
開
催
日
時

令
和
7
年
2
月
19
日（
水
）　
14
時
〜
19
時
30
分

（
講
演
会
　
14
時
00
分
〜
15
時
15
分
）

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
15
時
30
分
〜
17
時
）

（
交
流
会
　
18
時
00
分
〜
19
時
30
分
）

⃝
開
催
会
場

さ
ん
太
ホ
ー
ル（
岡
山
市
北
区
柳
町
2
丁
目
1
︲
1
）

⃝
募
集
対
象

協
同
組
合
等
の
団
体
の
青
年
部
員
、青
年
中
央
会
個

人
会
員
、
県
内
の
若
手
経
営
者
・
後
継
者
候
補
等

⃝
講
演
会
内
容

テ
ー
マ「
有
名
企
業
で
な
く
て
も
採
用
で
き
る

�

化
け
る
人
材
の
採
用
法
」

講
師
　
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
窪
田
　
司
氏

⃝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容

テ
ー
マ「
長
寿
企
業
を
目
指
す
た
め
の
人
材
戦
略
に
つ
い
て
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
　
コ
ォ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
窪
田
　
司
氏

パ
ネ
リ
ス
ト
　
岡
山
県
中
小
企
業
団
体

青
年
中
央
会 

会
長
　
戸
川
　
敬
之
氏

を
含
む
5
名

※�

パ
ネ
リ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝
参
加
費
　
一
人
あ
た
り
5
，0
0
0
円

（
懇
親
会
参
加
者
の
み
、当
日
現
金
払
い
）

⃝
問
い
合
わ
せ
先
　
組
織
支
援
課
　
長
木

T
E
L：（
0
8
6
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2
2
4
5

若
手
経
営
者・後
継
者
向
け

企
業
成
熟
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

協
同
組
合
新
町

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

　
真
庭
市
勝
山
に
あ
る
新

町
商
店
街（W

ood Street 

SHIN
M
ACHI

）は
、
12
月

15
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー

ズ
ン
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。来
街

者
が
よ
り
一
層
楽
し
く
お

買
い
物
で
き
る
よ
う
ビ
ン

ゴ
大
会
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
、ス
イ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
マ
ル
シ
ェ
の

開
催
や
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り
や
ツ
リ

ー
の
装
飾
体
験
等
、親
子
で
楽
し
め
る
体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
し
ま
し
た
。
商
店
街
内
は
様
々
な
店
舗
が

出
店
し
て
い
る
マ
ル
シ
ェ
で
飲
食
を
楽
し
む
方
や
、
音

楽
ラ
イ
ブ
や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
を
楽
し
む
方
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
商

店
街
内
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
各
店
舗
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
冬
ら
し
い
イ
ラ

ス
ト
を
描
き
、
参
加
者
が
楽
し
め
る
よ
う
な
空
間
作
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
商
店
街
で
は
今

後
も
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
お
近
く

に
お
越
し
の
際
は

是
非
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課
　
長
木
）

　
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
用
ジ
ビ
エ
肉
の
卸
売
り
や
ジ
ビ
エ

レ
ザ
ー
を
取
扱
う
岡
山
き
り
ゅ
う
企
業
組
合
が
、関
連

企
業
の
㈱
起
立
製
作
所
と
協
力
し
、ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
向

け
の
ボ
ー
ン
ブ
ロ
ス
ス
ー
プ
と
い
う
鹿
の
骨
を
煮
込

ん
で
出
る
出
汁
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工
し
た
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。

　
ボ
ー
ン
ブ
ロ
ス
ス
ー
プ
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
も
豊
富
に

含
ん
で
お
り
、「
天
然
の
点
滴
」と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
販
促
チ
ラ
シ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作

す
る
に
あ
た
り
、岡
山
県
中
央
会
の
取
引
力
強
化
推
進

事
業
を
活
用
し
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、組
合
や
組
合
員
の
経
営
基
盤
強
化
を

目
指
し
た「
共
同
事
業
の
活
性
化
」、「
受
注
拡
大
」等
、

組
合
の
取
引
力
強
化
促
進
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る

取
組
の
支
援
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。組
合
の
販
路

拡
大
な
ど
で
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、組
織
支
援
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

（
組
織
支
援
課
　
小
郷
）

岡
山
き
り
ゅ
う
企
業
組
合

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
ボ
ー
ン

ブ
ロ
ス
ス
ー
プ
の
取
扱
い
を
開
始

組合クローズアップ

中
央
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権
限
移
譲
に
よ
る
組
合
関
係
書
類

の
提
出
先
変
更
の
お
知
ら
せ

　
令
和
6
年
12
月
27
日
付
け
で
中
小
企

業
等
協
同
組
合
法
施
行
令（
昭
和
33
年
政

令
第
43
号
）及
び
中
小
企
業
団
体
の
組
織

に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭
和
33
年
政
令

第
45
号
）が
改
正
さ
れ
、
12
月
28
日
か
ら
、

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る

事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合
、
協

同
組
合
連
合
会
、
協
業
組
合
及
び
商
工
組

合
で
あ
っ
て
、
警
察
庁（
国
家
公
安
委
員

会
）、
金
融
庁（
財
務
局
）、
総
務
省
、
法

務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
及
び

環
境
省（
地
方
環
境
事
務
所
）の
所
管
に

係
る
事
務
・
権
限
が
岡
山
県
に
権
限
移
譲

さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
前
記
7
省

庁
の
各
機
関
長
宛
に
提
出
い
た
だ
い
て

い
た
定
款
変
更
認
可
申
請
書
、
決
算
関
係

書
類
提
出
書
及
び
役
員
変
更
届
出
書
等

は
、
岡
山
県
知
事
宛
に
ご
提
出
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

【
令
和
6
年
12
月
28
日
よ
り
岡
山
県
へ

�

権
限
移
譲
と
な
っ
た
省
庁
】

　
警
察
庁（
国
家
公
安
委
員
会
）、
金
融
庁

（
財
務
局
）、
総
務
省
、
法
務
省
、
文
部
科

学
省
、
厚
生
労
働
省
、
環
境
省（
地
方
環

境
事
務
所
）

　
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、岡
山

県
中
央
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
共
済
協
同
組
合

組
合
等
D
X
推
進
支
援
事
業
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ルチ

デ
バ
イ
ス
対
応

に
よ
る
高
い
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
や
、
C
M
S
導

入
に
よ
り
職
員
が

サ
イ
ト
情
報
を
更

新
で
き
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
共
済
商

品
を
取
り
扱
う
代

理
所
専
用
ペ
ー
ジ

を
設
け
る
こ
と

で
、
組
合
と
代
理

所
が
情
報
交
換
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
者
の
顔
で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

一
新
し
た
こ
と
で
、
組
合
の
訴
求
力
の
向

上
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課
　
林
）

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
組
合
等
D
X
推

進
支
援
事
業
と
し
て
、
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
、全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、ま

た
シ
ス
テ
ム
や
独
自
ア
プ
リ
の
制
作
に

つ
い
て
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
は
4
組
合
が
採
択
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
岡
山
県
共
済
協
同
組
合
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
該
組
合
の
以
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
約
10
年
前
に
制
作
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ン

や
構
成
の
陳
腐
化
、
職
員
に
よ
る
情
報

更
新
が
困
難
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

デ
バ
イ
ス
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
当
事
業
を
活
用
し
、
全
面
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
と
と
も
に
、
新
機

能
の
追
加
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
、
加
入
時
の
Q

＆
A
な
ど
の
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
強

化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
P
C
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
マ
ル

これまでの提出先これまでの提出先 令和６年12月28日令和６年12月28日
以降の提出先以降の提出先

例１例１
警察庁、金融庁、総務省、法務省、警察庁、金融庁、総務省、法務省、
文部科学省、厚生労働省、環境省、文部科学省、厚生労働省、環境省、
及びその地方支分部局 （注１）及びその地方支分部局 （注１）

都道府県都道府県

例２例２

警察庁、金融庁、総務省、法務省、警察庁、金融庁、総務省、法務省、
文部科学省、厚生労働省、環境省、文部科学省、厚生労働省、環境省、
及びその地方支分部局及びその地方支分部局
都道府県都道府県

都道府県都道府県

例３例３

警察庁、金融庁、総務省、法務省、警察庁、金融庁、総務省、法務省、
文部科学省、厚生労働省、環境省、文部科学省、厚生労働省、環境省、
及びその地方支分部局、及びその地方支分部局、
他の国の機関 （注２）他の国の機関 （注２）

都道府県都道府県
他の国の機関他の国の機関

例４例４

警察庁、金融庁、総務省、法務省、警察庁、金融庁、総務省、法務省、
文部科学省、厚生労働省、環境省、文部科学省、厚生労働省、環境省、
及びその地方支分部局及びその地方支分部局
都道府県都道府県
他の国の機関他の国の機関

都道府県都道府県
他の国の機関他の国の機関

（
注
１
）

（
注
１
）��「
警
察
庁
、
金
融
庁
、
総
務
省
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、

「
警
察
庁
、
金
融
庁
、
総
務
省
、
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
環
境
省
、
及
び
そ
の
地
方
支
分
部
局
」と
は
、

厚
生
労
働
省
、
環
境
省
、
及
び
そ
の
地
方
支
分
部
局
」と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
を
指
す
。

そ
れ
ぞ
れ
以
下
を
指
す
。

警
察
庁
：
警
察
庁（
国
家
公
安
委
員
会
）

警
察
庁
：
警
察
庁（
国
家
公
安
委
員
会
）

金
融
庁
：
金
融
庁（
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
）

金
融
庁
：
金
融
庁（
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
）

総
務
省
：

総
務
省
：��

総
務
省（
自
治
行
政
局（
行
政
課
）、情
報
流
通
行
政
局（
情

総
務
省（
自
治
行
政
局（
行
政
課
）、情
報
流
通
行
政
局（
情

報
通
信
作
品
振
興
課
、
地
上
放
送
課
、
衛
星
・
地
域
放

報
通
信
作
品
振
興
課
、
地
上
放
送
課
、
衛
星
・
地
域
放

送
課
、
衛
星
・
地
域
放
送
課
地
域
放
送
推
進
室
、
郵
政

送
課
、
衛
星
・
地
域
放
送
課
地
域
放
送
推
進
室
、
郵
政

行
政
部
企
画
課
、
同
部
郵
便
課
、
同
部
信
書
便
事
業
課
）、

行
政
部
企
画
課
、
同
部
郵
便
課
、
同
部
信
書
便
事
業
課
）、

総
合
通
信
基
盤
局（
電
気
通
信
事
業
部
デ
ー
タ
通
信
課
））

総
合
通
信
基
盤
局（
電
気
通
信
事
業
部
デ
ー
タ
通
信
課
））

法
務
省
：

法
務
省
：��

法
務
省（
民
事
局
第
二
課
、
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
司
法

法
務
省（
民
事
局
第
二
課
、
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
司
法

法
制
課
）

法
制
課
）

文
部
科
学
省
：
文
部
科
学
省（
大
臣
官
房
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
）

文
部
科
学
省
：
文
部
科
学
省（
大
臣
官
房
総
務
課
行
政
改
革
推
進
室
）

厚
生
労
働
省
：
厚
生
労
働
省（
職
業
安
定
局
需
給
調
整
事
業
課
）

厚
生
労
働
省
：
厚
生
労
働
省（
職
業
安
定
局
需
給
調
整
事
業
課
）

環
境
省
：
地
方
環
境
事
務
所

環
境
省
：
地
方
環
境
事
務
所

（
注
２
）

（
注
２
）��「
他
の
国
の
機
関
」と
は
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
総
務
省
、

「
他
の
国
の
機
関
」と
は
、
警
察
庁
、
金
融
庁
、
総
務
省
、

法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
及
び
そ
の
地
方
出

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環
境
省
及
び
そ
の
地
方
出

先
機
関
以
外
の
国
の
機
関（
東
京
国
税
局
等
）を
指
す
。
な

先
機
関
以
外
の
国
の
機
関（
東
京
国
税
局
等
）を
指
す
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
が
提
出
先
で
あ

お
、
こ
れ
ま
で
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
が
提
出
先
で
あ

っ
た
場
合
も
、金
融
庁
長
官
の
所
管
で
な
い
組
合（
た
ば
こ・

っ
た
場
合
も
、金
融
庁
長
官
の
所
管
で
な
い
組
合（
た
ば
こ・

塩
等
の
関
係
は
財
務
大
臣
の
所
管
）に
つ
い
て
は
、
引
き
続

塩
等
の
関
係
は
財
務
大
臣
の
所
管
）に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
が
提
出
先
と
な
る
。

き
財
務
局
、
福
岡
財
務
支
局
が
提
出
先
と
な
る
。
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 5.2 － 7.1 36.2 － 3.4 － 20.7 － 13.8 － 6.9 6.9 － 24.1
（1.7） （0.0） （32.8） （− 5.2）（− 27.6）（− 10.3）（− 6.9） （0.0） （− 24.1）

製 造 業 6.9 − 10.3 41.4 0.0 − 34.5 − 13.8 − 6.9 6.9 − 31.0
（− 6.9） （3.4） 37.9 （0.0） （− 41.4）（− 10.3）（− 6.9）（− 3.4）（− 31.0）

非製造業 3.4 0.0 31.0 − 6.9 − 6.9 − 13.8 6.9 − 17.2
（10.3） （− 7.7） （27.6）（− 10.3）（− 13.8）（− 10.3） （3.4） （− 17.2）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

12 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 2         40       16　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

12
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岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
R.4.11 2212 R.5.1 3 4 5 6 7 9 10 11 12 R.6.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
2 2R.4.10 11 12 R.5.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 ��
●�年末にかけて商品の不足欠品が発生した。原因として11月からの出荷量に生産が追いつかない状態がある。歳末商材のお
餅は、コメの価格に比例して昨年比20〜30％の値上げを行った。年末短期のアルバイトは早い時期からの広告、口コミが
効き充足された。� 《米菓》

●�需要堅調なるも、人員確保に苦慮している。� 《製粉・製麺》
●�12月度においては、飲食業態、量販業態ともに安定した納品量と販売額で推移した。『かきいれどき』としては、コロナ禍前
を超える勢いも感じる月となった。ただ、懸念材料をさがせば、1月以降の消費者の動向である。円安起因の原材料の高騰
による物価の高止まり。加えて、夏期の猛暑と異常降雨による野菜・果実の価格高騰は、消費者の購買意欲を損なう要因に
なる。� 《醤油》
●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり業況の改善も見受けられるが出荷量は思った程伸び
ない。輸出数量については好調である。� 《酒造》

繊維工業 ��
●�円安の為輸出向けが好調。国内向けも日本人というよりもインバウンド客向けが好調な面がある。商品的にはビンテージ素
材は引き続き好調。ただし、原材料等も円安の影響を受けているので収益的には大きく好転はしていない。�《織物業・井原》

木材・木製品 ��
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
印刷 ��
●�各種材料費の値上げ予定あり。� 《出版・印刷》
化学・ゴム ��
●�一部取引先の減産があり、11月から3カ月は売上減少。また、一部取引先の経営統合の動きもあり、業界の先行きは不透
明。業界の動向を注視し対応していく必要がある。� 《ゴム》

窯業・土石製品 ��
●�夏から11月くらいにかけては少し仕事が戻ってきた状況はあったが、引き続く中国経済の低迷によるものか、12月以降は
全ての業種で減少傾向にある。日本人の採用が中途でも非常に厳しく、外国人材に頼らなければならない状況が続いて
いる。� 《鋳造》

●�出荷量については、100％を下回るものと推測される。今年度から優良工場表彰制度が復活し、品質管理状況が特に優れ
ている6工場が優良工場表彰を受ける事になった。� 《生コンクリート》

一般機器 ��
●�受注量減少、設備操業度低下のまま、いわゆる低空飛行が続いている。電力料金の価格交渉を行ったが、少しだけの割引の
提案となり、市場連動型への転換も考えたが、リスクが大きいとの判断で従来の契約どおりとなった。� 《鉄工・岡山》

●�昨年10月〜12月の3カ月で比較すれば、業況は下降気味である。売上はキープしているものの新規受注のストックは減少
している。� 《工作機械・総社》
●�受注量は昨年より減少傾向。� 《工作機械・井笠》
その他 ��
●過去最低の12月でした、正月に向けての需要等の減少は激しいものでした。� 《畳》

製造業
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卸売業  ��

●�昨年より売上が減少。取引条件の悪化もあるが、そもそも必要な品物が市場に入ってこないことも多く、お客様の要望に応
えきれない事が多くある。� 《水産物》

小売業 ��

●��新車は苦戦が続いている。収益の中心は中古車販売と修理工賃でなんとか補っている。� 《自動二輪》
●�全体売上は前年をクリア、客数はほぼ前年並みと健闘した。食品売り上げも前年をクリア、1Fの生活雑貨フロアは売上・客
数ともに前年並み。2Fのファッション、百均、ゲーム他は売上・客数ともに微減であった。� 《共同店舗》

商店街 ��

●�先月同様、諸々の値上げの影響もあり業種、業態にもよるが引き続き厳しい状況には変わりがない様に思われる。また、地
域差もあるが空き店舗もなかなか埋まらず、これも大きな課題となっている。� 《商店街・岡山》

●�市内の高校生が商店街や地元企業と連携し、企画運営する「津商モール」を開催。小さなお子様から大人まで楽しめるよう
工夫されていて、毎年多くの方がお買物にお越しくださるイベントである。高校生のパワーはすばらしい。� 《商店街・津山》

●�年金支給日から数日は少し売上が上がるがすぐに元通りになる。外国人と若い世代の顧客が増えているが相対的にはマイ
ナスとなっている。� 《商店街・倉敷》

サービス業 ��

●�前年度比総請求金額は低迷している。まだ回復基調にあるとは言いがたく、引き続き会員の状況は厳しい。療養費収入だけ
では施術所経営が成立たず、自費による施術へ対応するよう指導している。また、年末にかけて会員の退会が続き次年への
影響が懸念される。� 《医療・柔道整復師》

●�建設業組合員の技能実習生については、ベトナムから国外出国が緩和された。ミャンマーへのシフトを継続、高度人材につ
いても、日本での勤務を望んで人材が多く、現地からの人材紹介が増加中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のイン
ド人受入れは、順調に増加しているが、現地での募集が厳しくなりつつある。農業組合員から特定技能の求人あり、ベトナム
で継続求人中。介護サービス組合員のベトナムで講習中の実習生3名は、12月入国。� 《異業種》
●�鉄、非鉄スクラップについては、価格は横ばいで推移だが、工業関係の生産が悪く、解体も少ないためスクラップの発生が
少ない。古紙は、年末は片付け等で段ボールやその他古紙の発生は増えるが、今年は例年に比べて少なかった。ペーパーレ
スや買い控えの影響が大きい。� 《リサイクル》
●�月前半の週末が雪の予報の為か振るわなかった。� 《旅館》 
建設業 ��

●�なかなか景気が上がってこない。令和7年は、少しは景気が上向いてくれることを願う。� 《防水工事》 
運輸業 ��

●�観光バスの集客人員は前年同月比118％の高い伸びとなった。前月に引き続き、旺盛な観光・インバウンド需要に支えられ
て前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比107％と前月同様対前年比が好転した。観光・インバウンドの回復
に合わせて人流が旺盛な状況が続いており、前年以上の実績を継続している。� 《バス》
●�売上高は前年並みであるものの原油を含む諸経費が値上がりしているので厳しい状況は依然として続いている。�《タクシー》
●�十分ではないが、運賃は上昇傾向にある。一方で、燃料油価格激変緩和措置が終われば、燃料油の更なる高止まりが推測さ
れており、政策頼みしかない。加えて、ドライバー不足・働き方改革関連法による労働時間短縮により運送量の低下は免れ
ない状況にあり、これまで以上に荷主企業との信頼関係が重要になっている。� 《トラック》
●�今年は物流2024年問題の認知度も高まったことから、年末繁忙期対応も分散型の動向となったことで車両不足等の大きな
混乱もなく年の瀬を迎えた状況。新年の初荷情報も混乱をきたす程に及ばず、緩やかなスタートを迎える予想。� 《倉庫業》

その他 ��

●�12月については年末資金の資金繰りを中心に事業者支援を行った。本業支援についてはビジネスマッチングで有効商談と
なった先のフォローを中心に販路拡大支援を行った。本年も引き続き本業支援に力を入れていきたい。� 《信用組合》

非製造業
2024年12月分のコメント

景況

景況

14

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
２
月
号



2024 年度

職員紹介
イノベーション推進課

赤  松　 茂

　
今
月
で
6
歳
と
な
っ
た
息
子
が
何
故
か“
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼

太
郎
”な
ど
妖
怪
が
好
き
な
こ
と
と
妻
の
実
家
に
近
い
こ

と
と
が
相
ま
っ
て
、
我
が
家
で
は
鳥
取
県
境
港
市
に
あ
る

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」を
定
期
的
に
訪
れ
る
こ
と
が
恒

例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
は「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」を
年
間
14
回
訪

れ
、
同
地
の
定
番
イ
ベ
ン
ト「
妖
怪
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」も

10
冊
以
上
制
覇
し
、
J
R
境
線
の“
鬼
太
郎
列
車
”に
も

毎
回
乗
車
す
る
な
ど
、「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」を
満
喫
し

て
お
り
ま
す
。

　
毎
回
初
見
の
よ
う
に
喜
び
走
り
回
る
息
子
は
さ
て
お

き
、
大
人
の
私
で
も
各
店
舗
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
、
各
妖
怪
の
由
来
や
水
木
し
げ
る
先
生
の
生
涯
な
ど
新

た
な
発
見
が
多
く
、
楽
し
め
る
要
素
の
多
い
商
店
街
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」は
か
つ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
だ

っ
た
商
店
街
に
、
地
元
の
方
々
が
妖
怪
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
て
新
た
な
街
づ
く
り
に
成
功
し
た

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
、
現
在
で
は
地
元
出
店
者
と
と
も
に
新

規
出
店
者
も
増
加
す
る
な
ど
活
性
化
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
現
す
る
に
は
一
筋
縄
で
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
当
県
で
も
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け

て
独
自
の
取
り
組
み
・

工
夫
を
行
う
商
店
街
も

多
い
こ
と
か
ら
、
当
県

商
店
街
に
も
我
が
家
の

よ
う
な
県
外
フ
ァ
ン
が

多
く
来
街
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

② ④

① ③

selection

令和 4 年 2 月号掲載
健康が一番です。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

長時間労働者・
高ストレス者に対する

面接指導

健康診断の
結果について
医師からの

意見聴取

地域産業保健センターの総合窓口　
岡山産業保健総合支援センター 

申
込
み  086-212-1222

TEL 

労働者
数50人未満の

小規模事業場の皆さまへ

労働安全衛生法で定められた産業保健サービスを全て無料で提供します。

小規模事業場（労働者数50人未満）向けサービス小規模事業場（労働者数50人未満）向けサービス

地域産業保健センター（地域窓口）地域産業保健センター（地域窓口）

労働者の健康管理
（メンタルヘルスを含む）

相談

Information
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